
 
 
 

                       

 

2014 年 5 月 22 日 

NPO 法人 TABLE FOR TWO International 

 

 

 

 

 

 

日本発、世界の食料問題の解決に取り組むNPO法人TABLE FOR 

TWO International（東京都港区、代表 小暮 真久 以下、TFT）

は、2014 年 5 月、新たなプログラム「カロリーオフセット」を

立ち上げました(www.calorieoffset.jp）。カロリーオフセット

は、「SAVE CALORIE, SAVE WORLD～あなたがオフしたカロリー

が、誰かのカロリーになる～」をスローガンに、先進国の余分

なカロリーを開発途上国で必要なカロリーに変換する全く新

しいプログラムです。 

既に株式会社ローソン、オイシックス株式会社、江崎グリコ株式会社、株式会社永谷園、株式会社 FiNC

が参画を表明しており、業界の枠を超えた取り組みとして、さらなる拡大を目指します。 

 

本プログラムでは、TFT が先進国において企業と協働し、健康を意識した食品（従来よりもカロリー

を抑えている商品や減塩商品など）や、体を動かすことでカロリーを消費できる商品・サービスの企画

販売、およびイベントを実施していきます。プログラム参加者は、カロリーオフセットマークが付いた

対象商品の購入やサービスの利用、イベント参加で体を動かすことによって、カロリーをオフセット※1

することができ、その売上の一部が寄付金となります。寄付金は、開発途上国での菜園づくりなどを通

して、農業生産向上の指導やインフラ整備に利用され、自発的にカロリーを生み出すための支援に充て

られます。   （※１「オフセット」とは、「差し引き勘定」「埋め合わせ」の意味） 

 

その第一弾として、5 月 15 日よりオイシックスが「ノンオイル 橙とラ・フランスのドレッシング」

を新発売しました。また、「健康」をテーマにした商品・サービスの提供や店舗開発を集中的に進める

新事業戦略を打ち出しているローソンは、今秋に全国のローソン店舗でカロリーオフセット対象商品を

発売する予定です。永谷園は野菜を使ったそうざいの素や健康食材である生姜を使用した商品を展開し

ており、カロリーオフセット対象商品の策定を進めます。 

 

 本日、5 月 22 日、世界経済フォーラム東アジア大会（マニラ）において、本プロジェクトを説明する

記者発表会を開催しました。世界経済フォーラム 東アジア大会共同議長である株式会社ローソン 代表

取締役 会長 新浪剛史氏、ならびにオイシックス株式会社 代表取締役 高島宏平氏が、本プロジェクト

への参画について発表したほか、安倍総理大臣からのメッセージレターも紹介されました。 

 

 

PRESS RELEASE 

先進国の余分なカロリーを、開発途上国で必要なカロリーに変換する全く新しいプログラム 

TABLE FOR TWO が「カロリーオフセット」を開始 
～ ローソン、オイシックス、江崎グリコ、永谷園が参加表明 ～ 

～世界経済フォーラム東アジア大会 マニラ記者発表会へ安倍総理からもメッセージ～ 

 

カロリーオフセット ロゴマーク 

http://www.calorieoffset.jp/


 
 
 

                       

 

【カロリーオフセットの対象となる、「健康な生活の実現を意識した」商品・サービス（例）】 

 ・カロリーや塩分を抑えた商品 

 ・サイズを小さくすることでカロリーカットを実現している商品 

・体を動かすことでカロリーを消費できる商品・サービス・イベント 

- スポーツウェアなど運動に使用する商品 

- フィットネスクラブ利用料など運動に関連するサービス 

- スポーツ大会、パブリックビューイング、野外音楽フェスティバルなどのイベント 

 

【支援先について】 

カロリーオフセットの立ち上げを契機に、フィリピンのバライバイ地域のピナトゥボ火山被災者再定

住区の小学校にて、学校菜園拡張プログラムが始動しました。フィリピンでは、1991 年のピナトゥボ山

の大規模な噴火により、田畑、集落、街が埋没し、被害者総数 120 万人に達する多大な被害が発生しま

した。その被災者向けの再定住区にある小学校（生徒 710 人）では、栄養状態が非常に悪い子どもたち

が 100 人以上いるにも関わらず、外部からの支援を得られた時のみ断続的に給食が提供され、継続的な

給食提供が実現していません。この度、カロリーオフセットにより、学校菜園を拡張することになりま

した。収穫した野菜は、栄養不良の子どもたち向けの学校給食の材料として用いられます。 

 

【NPO 法人 TABLE FOR TWO International 代表 小暮 真久コメント】 

「これまで TFT は社員食堂を中心に活動を行ってきましたが、TFT 活動に参加できる人数には限界があ

りました。さらに多くの開発途上国の子どもたちに給食を提供するためには、もっと多くの方々の協力

が必要です。それには、社員食堂などだけではなく、普段の生活の中でより多くの皆さんに TFT の活動

に触れて頂く仕組みが必要だと考え、新たにカロリーオフセットを考え出しました。 

カロリーオフセットは、『新しい単位』であり、『新しい通貨』であり、『新しい概念』です。ヘルシ

ーな食事で抑えたカロリーや、運動で消費したカロリーを蓄積し、同じ量のカロリーを開発途上国で生

み出すことを目指しています。温室効果ガスの排出量を相殺するカーボンオフセットが世界的に受け入

れられているように、カロリーオフセットが世界の食の不均衡を解消し、より良い暮らしを実現するた

めの取り組みになり、日本のみならず世界中に広げられるよう、各国の民間企業と共に邁進して参りま

す。多くの方々に、世界の子どもたちの笑顔をイメージしながら、楽しんでご参加頂ければ幸いです」 

 



 
 
 

                       

 

【カロリーオフセット対象商品・サービス】 

 

■ ローソン：「マチの健康ステーション」実現に向けて、カロリーオフセットに参画  

「健康」をテーマにした商品・サービスの提供や店舗開発を集中的に進める新事業戦略を打ち出してい

るローソンは、今秋に全国のローソン店舗でカロリーオフセット対象商品を発売する予定です。 

 

■ Ｏｉｓｉｘ（おいしっくす）：カロリー42％オフのノンオイルドレッシングを発売  

1. 参加企業：オイシックス株式会社（本社：東京都品川区、代表取締役社長 高島 宏平） 

2. 発売商品：「ノンオイル 橙とラ・フランスのドレッシング」 

540 円（税込）、104 キロカロリー／100ml あたり 

国産の橙 (だいだい)果汁とラ・フランスのピューレを使用。ノンオイルタイプのあっさり、

さっぱり味のドレッシングです。オイルタイプに比べて約 42％カロリーカットしています。 

3．販売期間：2014 年 5月 15 日（木）～   

4．寄付： 売上の3％がTFTを通じ開発途上国の学校菜園づくりや給食提供に充てられます。 

5. 販売場所・商品詳細：http://www.oisix.com/sc/calorieoffset 

 

■ 江崎グリコ：「おいしさと健康」という企業理念がカロリーオフセットのコンセプトにも合致  

江崎グリコでは、健康関連事業の基盤構築にこれまで以上に注力しています。また中国、タイ、そして

ベトナム、インドネシアなどアジアを中心としたグローバル展開を推進しています。企業理念でもある

「おいしさと健康」を実現するための中長期的な経営戦略とカロリーオフセットのコンセプトが合致し、

参画を表明しました。 

 

■ 永谷園：食を通じて幸せで豊かな社会をつくるという企業理念からカロリーオフセットに賛同  

2013 年に創立 60 周年を迎えた永谷園では、食を通じて幸せで豊かな社会づくりに貢献することを企業

理念の一つに掲げています。また、野菜を多く食べられるそうざいの素や、健康食材・生姜を使用した

商品展開にも注力しており、世界の食の不均衡の解消を目指すカロリーオフセットに賛同しています。 

 

■ REPUL: ダイエット家庭教師サービスで減量した脂肪量に応じてカロリーオフセットに参画  

1. 参加企業：株式会社 FiNC （本社：東京都港区、代表取締役社長 CEO  溝口 勇児） 

2. 参加サービス：オンラインダイエット家庭教師サービス REPUL（リプル） 

 スマートフォンの専用アプリを活用し、ダイエットの専門家（管理栄養士やトレーナー）が栄養、

運動、メンタル面のサポートを提供する、新しいコンセプトのダイエットサービスです。 

3. 参加期間：2014 年 5 月 15 日（木）～ 

4. 寄付：ダイエット期間中に減らした脂肪 1g につき 10％が TFT を通じ開発途上国の学校菜園づくり

や給食提供に充てられます（例：6.3kg の減量の場合は 630 円の寄付）。また、ユーザーが獲得した

ポイントの使途としてカロリーオフセットへの寄付が選択できます。 

5. サービス詳細について： https://repul.jp/ 

 

 

 

http://www.oisix.com/sc/calorieoffset
https://repul.jp/


 
 
 

                       

 

■ その他の展開について  

複数の企業がカロリーオフセットの導入を検討しており、様々な商品・サービスでカロリーオフセッ

トを導入していく予定です。また、音楽フェスティバルやパブリックビューイングなど、カロリーオフ

セットに関連したイベントも推進する予定です。 

 

【カロリーオフセット ロゴマークについて】 

あなたがオフした余分なカロリーが、見えない誰かに手渡され、地球に新たな豊かさをもたらす。 

人と人とのつながりが生み出す未来へのアクションを、２つの色の重なりで表現しました。 

出来上がる２つの図形は、プロジェクト名の頭文字「Ｃ」と「Ｏ」でもあります。 

 

【カロリーオフセットのフィロソフィー】 

あなたがオフしたカロリーが、 

海を渡り、誰かのカロリーになる。 

 

カロリーをセーブ（Save)することが、 

世界を助ける（Save)ことに直結する。 

 

世界中の人々の”お腹”と”心”を満たす、 

新しい食のシステム。 

地球の裏側まで愛を届けられる、 

あたらしい消費のシステム。 

 

それが、カロリーオフセットです。 

 

カロリーも、愛も、目には見えない。 

本当に大切なものは、いつも見えない。 

だから愛しい。 

 

SAVE CALORIE, SAVE WORLD. 

CALORIE OFFSET Since 2014 

 

NPO 法人 TABLE FOR TWO International について http://jp.tablefor2.org/ 

2007 年 10 月設立。“TABLE FOR TWO”は直訳すると「二人のための食卓」。先進国の私たちと開発途上国の

子どもたちが食事を分かち合うというコンセプトのもと、社員食堂や店舗で TFT ヘルシーメニューを購入す

ると、代金の内 20 円が寄付となり、飢えに苦しむ世界の子どもに給食 1 食分をプレゼントできるというシス

テムです。これまで企業や官公庁、大学、病院など約 650 団体が参加。気軽に社会貢献とメタボ予防ができ

るという一石二鳥の取り組みが人気を呼び、約 2,575 万食をアフリカのウガンダ、ルワンダ、エチオピア、

タンザニア、ケニア、アジアのミャンマーに届けてきました。 

 

  

http://jp.tablefor2.org/


 
 
 

                       

 

 

2014 年 5 月 世界経済フォーラム東アジア大会における 

TABLE FOR TWO 記者会見への総理メッセージ 

 

ご列席の皆様、クラウス・シュワブ会長ほか世界経済フォーラムの関係者の皆様に対しまして、世界経済

フォーラム東アジア会議がフィリピンで開催されることを心よりお慶び申し上げますとともに、本会議のご

盛会を心より祈念いたします。 

 

 私は、昨年ミャンマーで開催されました世界経済フォーラム東アジア会議にて、日本発の社会貢献活動

TABLE FOR TWO(以下｢TFT｣と呼びます)の、アジアにおける初めての給食提供事業開始を応援するメッセージ

を送りました。この度、その TFT が中心となり民間企業の協力を得て新たに開始する「カロリーオフセット」

という取り組みをここフィリピンで開始すると聞き、今日お集りの皆様にぜひ、本プログラムを知っていた

だき、また積極的にご参加いただきますよう、応援のメッセージをお送りいたします。 

 

 「カロリーオフセット」プログラムについてはこの後、詳しい説明があると思いますが、先進国において

日常的に健康に良いカロリー控えめの食品を取っていただくよう促しつつ、寄付先である開発途上国におい

ては、より自立を促す支援、例えば菜園づくり等を通して自らカロリーを生み出していくような取り組みを

行っていく事について、私は高く評価しています。 

 

 昨年の 7 月にフィリピンを訪問した際、私は対フィリピン外交に関する「4 つのイニシアティブ」の柱の

一つとして人的交流を促進していくことでアキノ大統領と一致し、これまで「JENESYS 2.0」を通じた青少年

交流や査証緩和を進めてきました。また、昨年 12 月の日・ASEAN 特別首脳会談の際には、新しいアジア文化

交流政策「文化の WA（和・環・輪）プロジェクト～知り合うアジア～」を通じてフィリピンを含む ASEAN を

中心とするアジア諸国との文化交流を一層進めていくことを表明しました。そうした政府の取り組みに加え、

日本発 NPO と日本企業のリーダーシップにより、日本とフィリピンの人々の交流が一層促進されていくこと

を大いに期待しております。そのために、フィリピン政府及び現地の関係者の皆様にも、本プロジェクトが

成果を上げられるようご指導、ご高配を賜れば幸いに存じます。 

  

これから TFT「カロリーオフセット」プログラムが、先進国の人々の健康状態を改善し、また貧困地域の

食の自立を同時に促す取り組みとして、フィリピンを起点にアジア全体、世界全体に広がっていくことを祈

念しつつ、また本日ご参加の皆様の多大なるご支援を期待し、応援メッセージとさせていただきます。あり

がとうございました。 

 



 
 
 

                       

 

 

Message from Japanese Prime Minister Shinzo Abe to the TABLE FOR TWO press conference 

at the World Economic Forum on East Asia- May 2014 

 

 Dear attendees, Executive Chairman Klaus Schwab, and all stakeholders of the WEF: 

I am pleased that the World Economic Forum on East Asia is taking place in the Philippines this 

year, and hope it will be a great success. 

 

 Last year at the World Economic Forum on East Asian in Myanmar, I conveyed my support for 

TABLE FOR TWO (TFT), a Japan-based non-profit organization that is the first of its kind in my 

country to supply meals to school cafeterias across Asia. This year, TFT is launching the Calorie 

Offset program in the Philippines in partnership with private corporations; I encourage all WEF 

attendees to learn about Calorie Offset and participate in its initiative. 

 

 I highly respect the mission of Calorie Offset: it aims to instill daily healthy eating habits in 

developed countries, while supporting programs in developing countries that harness capabilities 

for people to more easily boost calorie intake, such as providing resources for vegetable gardening. 

You will learn specific details about Calorie Offset’s initiatives at today's conference. 

 

 When I visited the Philippines last July, President Aquino and I shared the view to enact the 

promotion of people-to-people exchanges as a pillar of the “Four Initiatives,” in diplomacy with the 

Philippines. Since then, I have promoted youth exchange programs under the JENESYS 2.0 and 

the easing of visa requirements. Furthermore, at the ASEAN-Japan Commemorative Summit 

Meeting held last December, I announced further promotion of cultural exchanges among Asian 

nations, mainly members of the ASEAN, including the Philippines; through the new policy for  

cultural exchange called "WA Project ~ Toward Interactive Asia through "Fusion and Harmony". In 

addition to these government efforts, I sincerely hope that the leadership of Japanese non-profit 

organizations and companies would further promote the people-to-people exchanges between the 

Philippines and Japan. For this purpose, I would appreciate the support by the Philippines 

government and all concerned parties in the Philippines for the success of this program. 

 

 My hope is that TFT’s Calorie Offset program will expand across Asia and worldwide, starting 

from the Philippines, so that it can help to improve health conditions in developed countries and 

bolster access to independent nutrition fulfillment in developing countries.  

To all attendees of the WEF: I would like to ask for your support to promote and participate in this 

program. Thank you for your attention. 

 

 


